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序 章 「心理的観察」の学的背景 
 
第一部  主体の言説的構築 
 
第一章  「言葉」としての心理─鷗外における心理学受容─ 
  Ⅰ 心理主義的時代思潮 
  Ⅱ 帰納的形而上学への夢 
  Ⅲ 科学的心理学の受容 
  Ⅳ 心理学と文学の接点 
 






第三章  構成的外部への理路─鷗外と識閾下─ 
Ⅰ 芸術創作理論と識閾下 
Ⅱ 識閾下をめぐる学知 




第二部  主体の言説的脱構築 
 
第四章  倫理的主体の形成と変容─鷗外と教育思想─ 
  Ⅰ 倫理的行為の存立要件 
  Ⅱ 「選択の自由」としての自由意志 
  Ⅲ ヘルバルト教育学の受容 
  Ⅳ 「混沌」としての主体 
 
第五章  "Vita sexualis"という言説装置─鷗外におけるクラフト=エビング受容─ 
  Ⅰ 『性的精神病質』の日本への移入と鷗外 
  Ⅱ クラフト=エビング受容の様相 
  Ⅲ 「ヰタ・セクスアリス」の生成 
   Ⅳ 「告白」の不可能性 
 
第六章  表象心理学と物語行為─鷗外文学の構築方略─ 
  Ⅰ 表象心理学の枠組み 
  Ⅱ 心理の因果的構成 
  Ⅲ 「雁と云ふ物語」の心理描写 
  Ⅳ 「雁」の表現戦略 
  Ⅴ  「物語のモラル」 
 
第三部  学的背景の実相 
 
第七章  G. A. リントナー『経験的心理学教本』受容の様相 
 
第八章  O. キュルペ『哲学入門』・『心理学概論』受容の様相 
 

















 新井君は、ドイツ留学中の鷗外が、A・シュヴェーグラ 『ー西洋哲学史』（第 14版、
1887）や J・J・ボレリウス『現代独仏哲学瞥見』（ドイツ語訳、1886）などを通じて
自然科学と哲学との総合を志向する 19世紀後半の思想的動向に関心を示したことを
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論理的な位相差を閑却した一例である。前提部分の実証が十分になされないまま問題
が提起され、その前提に基づき後半部の主張が展開される傾向がみられるのも、立論
の枠組みを個々の論点における先行研究に求める傾きのある本論文の演繹的な論理構
造から導かれるものと考えられる。 
 鷗外旧蔵書の調査分析にもとづく学術的言説の受容の検証が具体的成果を示してし
おり、それを踏まえた個々の論点に新見も認められるだけに、それらを思想史的な大
枠の中に性急に位置づけたり、その反映の形跡を鷗外作品の中に恣意的に求めるより
も、学術的言説の受容の実証的検証に踏み留まり、厳密な論理的整合性の中でそれを
跡づけることで、手沢本をめぐる綿密な作業の成果は一層活かされたと思われる。 
 とはいえ、上記の問題点は、鷗外研究史における新たな視座としての本論文の有効
性自体を否定するものではない。鷗外における心理学および隣接諸学の受容の問題が、
鷗外研究においても、また近代文学の表現史においても重要な意味を担っていること
は動かない。しかもその問題は従来の研究史において十分に掘り下げられてきたとは
言い難い。  
 この意味において、同時代ドイツ語圏の心理学を中心とする広範な学術的言説の受
容の様相を資料に基づいて詳細にたどった本論文の基本的成果は、論証の手続きに対
する厳密な批判という前提条件を伴いつつも、この主題をめぐる研究の端緒に位置づ
けるに足るものといえる。 
 以上の諸点から、審査委員一同は、本論文が博士（文学）の学位授与にふさわしい
ものであると判断するものである。 
